
北上市 汚水処理施設整備計画（アクションプラン）　第2期 （様式１）

１．期間設定

（１）目標年次　　令和17年度末（2035年度末）

（２）計画期間　　令和8年度～令和17年度

（３）計画目標　　汚水処理人口普及率92.1％（令和17年度末）

２．整備区域図

３．整備計画
（１）整備スケジュール

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18

コミプラ

浄化槽

1期 2期 3期

（２）目標値および概算事業費

農集 漁集
市町村
設置型

個人
設置型

その他

処理施設数 施設 13 1 11 0 1

％ 91.9% 72.3% 11.4% 0.0% 0.1% 0.0% 8.1% 0.0%
水洗化人口割合 ％ 86.2% 67.3% 10.7% 0.0% 0.1% 0.0% 8.1% 0.0%
処理施設数 施設 11 1 9 0 1

％ 92.1% 76.7% 7.1% 0.0% 0.1% 0.0% 8.2% 0.0%
％ 86.3% 71.4% 6.6% 0.0% 0.1% 0.0% 8.2% 0.0%
人 -5,366 -933 -4,423 0 -10 0 -527 0
ha 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

概算事業費 百万円 2,120 1,400 0 0 0 0 720
千円/人 -395 -1,501 0 0 0 0 -1,366

統廃合による生活排水処理施設の廃止 ○

PFI方式による浄化槽整備
○

○ ○ ○

汚水処理施設の整備概成および
統廃合の促進に向けた具体的内

容

浄化槽
コミプラ

全体

（内訳）

広報等による普及啓発

下水道
集落排水施設

コスト縮減手法を適用した整備実施
PPP/PFI方式による管路整備

浄化槽設置整備補助金の嵩上げ

整備人口
整備面積※

単位 期間

汚水処理人口普及率

水洗化人口割合

計画区分 事業 事業内容

浄化槽設置整備事業

北上工業団地終末処理場の増設

農集排の公共下水道への接続

公共下水道へ農集排を接続

施設整備

下水道

農集排から合併処理浄化槽
転換の検討

農集排

【方針】
北上市の汚水処理施設は、前回アクションプ
ラン作成時に『令和７年度までに汚水処理人
口普及率91.6％』としており、令和7年度末時
点で91.9％となっていることから概成目標を達
成した。今後は農業集落排水の公共下水道
接続を進めるとともに合併処理浄化槽設置補
助により汲取世帯50基/年の水洗化を図り、令
和17年度末で92.1％の汚水処理人口普及率
を目標ととする。

◆流域下水道と協議を実施しながら、北上市
農業集落排水施設最適整備計画に基づき、5
処理場の公共下水道接続を実施する。
◆広報やケーブルTVによる補助制度の周知、
水質保全の意識啓発、補助金の嵩上げにより
浄化槽の普及を促進する。

実行メニュー

概成

現状

整備目標

R7末時点

R17末時点

R8～R17
総建設事業費

整備人口1人当たりの建設費用

浄化槽設置整備補助金の嵩上げ

項目

補助制度周知

実行メニュー
（早期概成）

浄化槽

汚水処理人口普及率

排水量の動向を見ながら整備予定

施設の状況を見ながら切替検討

鳩岡崎

鳩岡崎 滑田藤根

滑田藤根

市町村界

整備済区域

終末処理場 T

ポンプ場 P

事業名 全体計画 概成計画 長期計画

流域関連公共下水道

単独公共下水道

特定環境保全公共下水道

特定公共下水道

凡　　　例

下
水
道

農業集落排水事業

漁業集落排水事業

コミュニティプラント

浄化槽 上記以外の区域


